













米先進諸国では、 高学歴化の進行、 若者消費市場の隆盛、若年労働市場の流動化、結婚制度 変容等が相まって、青年期から成人期への移行が長期化し、また、移行プロセスのジグザグ、行きつ戻りつ
、スキップなど、いわゆ















一方、日本で同様 現象が出現したのは一九九〇 代後半以降と、欧米諸国に比べて遅かった。構造改革、新自由主義、グロー バル規模での経済競争が進行するに従っ
て、二〇
 































べて影響を及ぼしたのではない。一方では 教育水準が上昇し、 〈長期化する依存期を謳歌する豊かな若者〉 登場した。他方、若年労働市場の悪化によって、失業 貧困に陥る者も増加したが、そこには社会階層による違いが明確であった。また教育水準の上昇と う一般的状況


































市場、若者と国家との関係が、成人期への移行プロセスをどのように規定しているのかを明らかにしてきた。それらの研究はまた、 「依存した子ども」 ら「自立した市民」になる過程で、若者に対する責任 主体 家族・親から国家へと移行するプロセス 、そこに発生してい
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る問題を検討している。そこには、成人期への移行をいくつかの局面でとらえながら、これらを束ねて全体論的にアプロー チ














































































歳、一八歳、二一歳（面接調査） 、二三歳（郵送調査）の時にフォロー アップ調査が行われ、さらに二〇〇 年から〇二年に、二八歳か二九歳の時点で再度インタビューが実施された。こうして得られたデー タを用いて、非線形の移行がどの程度みられるか
を分析した結果から、八







後半以後、ＥＵ諸国では、 「移行期」 焦点をあて 新しい議論が展開し、その結果、若者政策は移行政策へとシフトした。それは、労働市場の逼迫を睨んで、若者 「エンプロイアビリティ」 （雇用される能力）をどの うにして付与するかという点を強調しながらも、同時に若者が親から独立して自分自身の生活基盤を築く権利（自立の権利）をシティズ シップとして認め、雇用 教育・訓練、家族形成、住宅、社会保障施策によって、成人期へのすみやかな移行 保障しようとする政策体系である。
 
仕事を通して完全なシティズンシップを獲得するとい



























促すという課題に対応している。ユー スワー ク、社会教育、生涯学習の分野がここに該当する。②は、若年者雇用の領域であり、仕事に就ける能力の育成と労働市場政策が該当する。③は、若者を権利と義務を有 シティズンとして保障していく課題である。
 
トライアングルを構成する三つの要素のそれぞれにお


































教科すなわち言語や自然科学、社会科学の形態によって「ハー ド」 スキルを学ぶことには適している 、 「ソフト」なスキルや経験を学ぶために必要な場を提供す ことはできない。フォー マル教育は、科目と年齢の両面で制限のあるパッケー ジである。このような欠陥を補うことができるの 、社会教育、ボランティア活動、社会体験学習などのノンフォー マル学
習である。近年、とくに
これが重視されるのは、それを通して 失業者や学校中退者が就職目標を定め、求職に必要な実際的スキルと能力を学ぶことができるものとして有力視されているからである。このように、ノンフォー マル学習 的統合の有力なツー ルとして、期待されている（日本・ＥＵ
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になること」の困難が現代社会の特徴となっているからである。とくに、大人になるために必要な準備が十分できないまま成人に達することが、 の若者 リスクをもたらしている。職業への準備ができないまま就職 時期を迎えてしまう問題もそのひ つである。一九七〇年代後半以後、若年者労働市場が逼迫したにも関わらず、若者が社会経験の不足から、労働市場 変動に対処ないでいることが、自立するための致命的 弱点 なった。
 
若者の社会的訓練に関して、アメリカの社会史学者ス
テファニー ・クー ンツによれば、特に最近顕著になっているのは、かつてティー ンエイジャー たちに生産的で社会的な役割をマスタ する道を提供していた農業や工業や建設現場など 多くの仕事が、将来性のない仕事と化してしまったことである。そのうえ、青少年期に、家庭においても家庭外にお ても、社会的に必要とされる責任ある仕事を経験する場が ために 職業人や社会のメンバー として、自立 た地位を築くことが困難なのである（クー ンツ、二〇〇三） 。
 
さらに、イギリスの青年心理学者、ジョン・コー ルマ










社会参画政策（シティズンシップ政策の一環）が車の両輪の関係にある。そこにはポスト工業化社会における若者観が明確にみられ、 「自立」 ・ 「影響」 （
＝若者が社会に対
して影響力を持つこと
































































































































者を論ずる際のキー ター ムとなり、若者の雇用を通して活性化するワー クフェア政策（雇用を通した福祉政策）が雇用政策の基本となっている。また、積極 労働市場政策が、成人だけでなく若年雇用に関してもみられる。




































































































訓練、労働を統合する試みである。近年、多く ＥＵ加盟国内の地域生涯学習センター 、青少年 地位向上
/ 情報





































り、学校から仕事へのスムー ズな移行が困難になるなかで登場したものであ 。その背景にあるのは、労働市場の流動化と不安定化が進み、誰にとっても失業が日常的  
 12
事象になっていることであった。そのなかで、労働者は時には強制的に働かされ、 時には無計画に 「無為な状態」に追いやられるような状態が日常化するなかで、あらたな緩衝的方策が求められている。移行的労働市場は、伝統的サブシスタンス経済や、家族・親族ネットワー クによる相互扶助にあたる、現代の保障システムの機能を果たすものとして位置づけられている。移行的労働市場がなければ、失業、あるいは活動しない状態を強いられた人々 は、社会的ネットワー クを失い、やがて 社会 排除の状態に追いやられるであろう。 移行的労働市場には、それを防止する機能が期待されている。具体的な例をあげれば、臨時雇用期間、徒弟制 情報提供やカウンセリング、職業訓練部門などで、これらは失業や無業の状態を防止する機能を有している。
 
 
二つ目のタイプは、ソー シャルサー ビスとユー スサー










































が若年失業者をかかえるようになった一九七〇年代末以後、一九九〇年代後半まで、例外的に良好な雇用状況を維持してきた。 「学校から仕事への移行」はスムー ズで、新規一括採用制度 機能をし、学校―就職―結婚 いうような標準化したライフコー ス・パター ンが持続してい
 13

























の余力が、経済的に弱体化するその子ども世代のパラサイトを可能にしている。不安定就業の若者たちは親との同居率が高いことから、失業や無業であってもストレートに貧困に陥らないため、若者の貧困化が隠されてしまうのである。その結果、日本の若年者問題は、欧米諸国のような社会的排除問題として理解されにくい。むしろ恵まれた家庭に育った若者 心の問題 オー バー ラップして論じられること 方が多い。経済的自立が延期された子どもの扶養や、安定した職業に就くまでの試行錯誤にかかる費用負担は家庭（親） 課され、失敗の自己責任化が進行している。
 
しかし、世論の一般的理解に反して、フリー ター 、無













フリー ター やニー ト・失業者増加の背景には、共通の



































指摘されている。①高い資格レベル、②労働市場での積極性、③安定した経済状況、④社会的サポー ト ⑤制度的サポー ト、⑥高い自己評価、⑦社会文化的活動への活発な参加、⑧家族への統合性が高いこと（例
: 南欧） 、⑨水面下の経済活動の存在（不






















や定時に起床するといった、基礎的生活スキルが欠けている態である。 数万人の若者にとっては 初歩的雇用プログラムさえも効果があがっていない。仕事に就いたり職業訓練を受ける準備態勢も整ってはいな 状態にあるという（
Youth 
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